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１．はじめに 

 

 交通施設整備においてはその地域における交通実

態を十分に把握した上で施設整備計画を立案しなけ

ればならないことは当然のことであるが，交通実態

にかかわる調査は，パーソントリップ調査は都市圏

を対象に，旅客流動調査は幹線の旅客流動が対象に，

道路交通センサスは幹線道路計画の調査を主目的と

しているなど，都市圏や幹線交通施設以外の地方部

における交通実態の調査は十分になされていないの

が実情である． 

本研究は地方部の中でも陸地としては閉じた環

境にある半島地域に着目して，交通行動実態の全容

を解明することを目指し，紀伊半島の中西部に位置

する日高・御坊地域を対象とした交通調査を試みた．

このことにより半島地域の小都市や農山村地域にお

けるパーソントリップの実態の把握とその解析を行

うことができる． 

 本稿では，「御坊・日高地域交通調査」の概要を

示すとともに，当地域の交通行動に関わる基本的な

特性について集計した結果を報告する． 

 

２．御坊・日高地域交通調査の概要 

 

本調査は，紀伊半島中西部に位置する和歌山県

御坊市(人口約28千人・世帯数約9,600世帯)及び日高 
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郡10町村(人口約64千人・世帯数約21,600世帯)を対

象としてダイアリー形式によるアンケート調査によ

り平成14年10月15日～10月21日1週間にわたる交通

行動を調査した．なお，一部のサンプルにおいては

パーソントリップ調査形式により2日間の交通行動

を調査した． 

調査票の配布は抽出率2％の地区別層別抽出によ

り599世帯に配布し535世帯分を回収(回収率89％)し

たが，1週間連続という煩雑な調査となったため有

効回答世帯数は375世帯(有効回収率63％)，個人票

数は904票(中学生以上を対象)であった．各市町村

別の配布・回収状況は表１に示すとおりである． 

 アンケート回答者の属性をみると，年齢構成につ

いては（図１），国勢調査データで示すとおり，も

ともと高齢化率の高い地域であるものの，アンケー

トサンプルにおいてはサンプル数が少ない結果とな

っている．また，一部サンプルが全くない年代のあ

る市町村も出てしまい，市町村別の比較が十分でき 

 

表１ アンケート調査の配布・回収状況 
 配布 

世帯数

回収 

世帯数 

有効 

回収率

回収個

人票数

御坊市PT 60 40 67% 92

御坊市D 127 75 59% 145

美浜町 65 35 54% 78

日高町 48 27 56% 75

由良町 41 35 85% 77

川辺町 44 27 61% 85

印南町 54 36 67% 97

南部町 55 36 65% 94

中津村 18 13 72% 24

美山村 19 11 58% 30

龍神村 34 21 62% 53

南部川村 34 19 56% 54

合計 599 375 63% 904

※PT：パーソントリップ票 D：ダイアリー票 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ないところもある． 

運転免許の保有状況については（図２），各市

町村とも和歌山県全体の水準に比べ自動車免許保有

率が高い状況となっている． 

 

３．御坊・日高地域の基礎的交通特性 

 

 今回は平成14年10月16日(水)と10月20日(日)の平

日・休日２日間についての集計結果を示す． 

（１）トリップ発生 

 トリップの発生状況を外出率で見てみると，御坊

市において高い外出率を示しており，2000年の京阪

神パーソントリップ調査における和歌山市と比較し

て10％以上高くなっている．休日においては全体的

に外出率が低くなる． 

 １日当たりの平均トリップ数（ネット）について

みると，御坊市においては和歌山市よりも高い値を

示している．日高郡においては，平日・休日とも同

程度のトリップ数となっている． 

 

（２）利用手段構成 

 代表交通手段の構成を居住地別に集計した（図５，

図６）．公共交通の利用割合は概ね低く，特に御坊

市居住者はバスをほとんど利用していない．自動車

の利用割合は同程度であるが，二輪の利用が御坊市

で高く，郡部では徒歩の割合が若干多くなっている．

 休日においては，公共交通の割合が平日と比べて

低くなり，自動車の利用割合が高くなっている．二 
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図３ 外出率 
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図４ １人当たりトリップ数 

 

輪・徒歩の割合も平日と比べて低くなるが，御坊市

において二輪＞徒歩，日高郡において二輪＜徒歩と

なる関係については，平日・休日ともにみられる特

徴となっている． 
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図５ トリップ手段構成（平日） 
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図６ トリップ手段構成（休日） 

 

（３）トリップ目的 

 トリップ目的構成を居住地別に集計した（図７，

図８）．平日においては，和歌山市と比較して帰宅

トリップの割合が多いことから，単一目的で自宅を

往復するトリップが多くなっている．日高郡におい

ては御坊市と比較して，農作業トリップが多く，自

由・買物トリップの割合が低くなっている． 

 休日においては，日高郡においては，農作業トリ

ップが６％ほどあるが，御坊市，日高郡ともに自

由・買物トリップの割合が高くなり，同じような交

通目的の構成になっている． 

 

（４）トリップＯＤ 

 トリップのＯＤについて，出発地に着目して目的

地の構成を，自市町村内，近隣の市（御坊市，田辺

市），日高郡内，県内その他，県外に分類して集計

した． 

 全トリップについて集計すると（図９，図10）， 
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図７ トリップ目的構成（平日） 
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図８ トリップ目的構成（休日） 

 

御坊市，日高郡ともに自市町村内で完結するトリッ

プが７割を占め，また御坊市・日高郡内で完結する

トリップが９割以上占めており，地域内で完結する

形となっている．休日においては，日高郡から近隣

市へ向かう割合が高くなっている． 

 トリップ目的別にみてみると，通勤・通学トリッ

プは（図11），御坊市からは日高郡を越えて通勤通

学している割合が10％を超え，他地域への依存が高

くなっている．日高郡においては，同一市町村で完

結しているのは５割に過ぎない． 

通勤・通学の状況に関しては，国勢調査データ

によりその状況は明らかとなっていることであるが，

他の目的での移動の状況はこれまで調査されてきた

ことがないデータとなる． 

例えば，買物目的のトリップをみると（図12，

図13），御坊市においては平日・休日ともに９割程

度が自市内でのトリップとなっているが，日高郡に

おいては，平日で24.5％，休日になるとで54.8％が 



 

 

ＯＤ構成（平日）
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図９ トリップの目的地構成（平日） 

ＯＤ構成（休日）
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図10 トリップの目的地構成（休日） 

ＯＤ構成（平日：通勤・通学）
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近隣市へ買物トリップを行っていることがわかる．

また，休日においては，県内他地域や県外へ買物に

向かう行動がみられ，商圏の広域化もみてとれる． 

 

４．おわりに 

 

 半島地域の中小都市およびその後背地を対象とし 

買物トリップ（平日）

90.5%

63.8%

9.5%

11.7%

24.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

御坊市

日高郡

同一市町村 近隣市（御坊・田辺） 日高郡内 県内その他 県外
 

図12 トリップの目的地構成（平日・買物） 

買物トリップ（休日）

82.2%

31.7%

12.2%

54.8%

2.4%

5.6%

7.9%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

御坊市

日高郡

同一市町村 近隣市（御坊・田辺） 日高郡内 県内その他 県外
 

図13 トリップの目的地構成（休日・買物） 

 

た交通調査により，これまで知られていなかった交

通行動の基礎的な特性を把握することができた．今

回は平日・休日の比較のみにとどまっているが，今

後は１週間連続の行動特性についての解析を進めて

いく予定である． 
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